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493.アクチニン3遺伝子多製が中高齢女性における大総務
機筋磁穣に及iます影饗軸SATプロジェクト193-
01漁法治史仁田辺解¥村j二階香2、家光索引・2、
Hir在11青首J1、機永哲夫3、久野総也i
e筑波大学 人間総合科学研究科、 2(独)磁立健康・栄養
研究所、 3 与主総経!大学~)
{背紫]カn齢に伴う筋髭低下の特徴は，連筋線維の選択的
婆絡が起こることである.迷筋線維にのみ存殺する αアク
チニン3?こは遺伝子多裂があることが知られ， XX怒iこは
速筋線維にのみ存夜する αアクチニン3が脊.:tt:しないこと
から，力I識者に伴う筋畿低下に影響を与えている可能性があ
る. しかし-7jで. Delmonicoら (2007)はαアクチニン
3j賞依子多殺と筋鐙には関採がみられないと報告している
が，中高齢者の筋援に、影響すると考えられる環境的姿協を
考患に入れていない，
{日的}本研究は身体活動議"栄獲摂取援および血液成分
といった環境的要i還を考癒したうえで，中高齢京牲におい
てαアクチニン3遺伝子多型 R577Xが筋量に及ぼす影響を
検討した.
{方法}喫鰭，tn農協f薬および街路胤症治療薬の探薬者を
含まない中高齢女性109名〈平均64.1:t6.0歳)を対象に
MRIを用いて大総務横断煎穣を求めた. 1u. i奈から抽出し
たDNAを用いて TaqMan-PCRi去にて αアクチニン3選{云
子裂を RR翠. RX裂， XX~Iこ分類した.また，各群の
身体活動議，栄養摂攻驚およびi怠液成分iこ法が無いことを
線認した。
{結果] 遺伝子製の強度は RR型19名、R.X~~63 名、
x鎚27名であった、体援を共変緩;とした ANCOVAの結果，
x若手の大総筋横樹海穣は RR十 RX群に比べ有意に小さ
かった (p <0.05). 
{考察}先行研究では， αアクチニン3遺伝子多裂と筋援
に関係がないとされているが，それは環境的姿IElを考慮に
入れた検討ではなかった.本研究は環境的姿閣を考慮した
うえで分析を行った結#t 中高齢女性において xxn~の大
総務横断頭穣が有意に小さく， αアクチニン3遺伝子多裂
が筋量に影響する可能性が示唆された‘カIl総に1*う筋量の
低下の特鍛として述筋線、畿の選択的議絡が挙げられるが，
その婆織の進行にアクチニン3遺訟子多裂が関与している
のかもしれない. XX獲には迷結縁維にのみ存在する αア
クチニン3が存在しないことから，築総の滋行がRR裂や
RX裂に比べ早いnf能性が考えられる. 本研究の緩界と
して筋量を筋体議で評{認していないことや N数が少ない
ことが挙げられる.
{結諮}本研究i立身体活動:蕊栄養摂取量および鼠液成分
といった環境的姿読を考議したうえで検討を行い， xxI裂
をもっ中高齢女性の筋撃は RR裂や氏、X{翠;こ比べて少ない
という可能性を示した.今後， αアクチニン3]童松子多裂
が筋婆絡の遂行に関与するのかを検討する為には，若齢者
を対象にした検討や縦断的i検討が必婆だろう.
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{背禁;ミトコンドリア DNA (mtDNA) I立、エネルギ一
生，戒において援要な役割を果たすj童館予をコー iごしており、
mtDNAにおける変異は、ミトコンドリア鶏やパーキンソ
ン篤といった重篤な疾患を引き経こすことが報告されてい
る。また mtDNAにおける多裂は、機採病や路溝、長翼手、
さらには体力と関連することが示唆されており、様、々な表
現1li~1ご錨人援をもたらす候補選松子のーっとして考えられ
ている。{怨的 mtDN.Aの多援、特に mtDNAの転t:ijゃ
複製を議節する領域であるコントロール領域における多裂
が、生体での表現裂に影響を及ぼしているかを明らかにす
るため、本研究では、まず mtDNAコント口…ル領域にお
ける多裂がmlDNAの転写や複製に影響しているかを検討
することとした"[jy法1mtDNAの転写や複製;土、核
DNAからの支配を受けているc そこで、J1ltD持Aコント
ロール領域のみの影響をみるため、 69名の一般鍵常人およ
び持久的アス 1)…ト由来の mtDNAを、 mtDNAを持たな
い円)ヴIeLa細胞に導入し、その縮総(サイブリッめに
おける mtDNAの遺伝子発現 (C02，16S rRNA， ND6)や
mtDNAコピー数、さらにミトコンドリアの機能として殻
索泊費愛を説IJ定したむまた各被検者から DNAを掠出し、
mtDNAコントロール鎖域における土主義配列を決定したの
mtDNA の多fft~t立、 Cnmbridge Sequen(;eを基準に検出した。
{結果}サイプリッドにおける遺伝子発現は、 C02が1.95
土0.37(1.01-1.95)、16SrR持Aが1.88土0.32(1.16-
2.69)、ND6が1.90土o.35 (J.. 06~3.00) であ句、発現の
ばらつきが認められた。 mtDNAコントロール領域1122bp
中において、 115笛所で多湿が認められた。 Cambridge
Sequenceと同じ菌汚IJであった披検者を Ca.m群、それ以外
をnon-Cam群とし、それぞれの多毅箆所において2詳j習の
遺伝子発現やコピー数を比較した。その結巣12箆所仕6129き
16194， 16217， 16223、16245，162.61， 163.l.l. 16325.164合7，
199. 207. 303)において、遺伝子発現あるいはコピ}数
に有意な還が認められたO また多くの多裂欝所において
C02遺伝子発漢に議が認められたため、 C02遺伝子の発、演
とサイプリッドにおける毅素滋繋最とのj鑓遂を欝べたとこ
ろ、有窓な報関が認められたか::0.252，Pく0.05)0[結論}
mtDNAコントロール領域における多裂は、 mtDNAの遺
伝子発議や複製に影響を及ぼす可能性が考えられた告
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